
（別紙様式２－２） 
道徳教育地域支援委託事業実施報告書（平成３０年度） 

 

１ 学校の概要 

(1) 学校名 高松市立国分寺南部小学校 

(2) 所在地 高松市国分寺町福家甲３００５番地 

(3) 学年別児童生徒数及び学級数、教員数 （平成30年4月1日現在） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 特別支援学級 児童数計 教員 

３学級 

９９名 

４学級 

１０７名 

４学級 

１１１名 

４学級 

１１０名 

４学級 

１１７名 

４学級 

１０４名 

４学級 

１７名 
６６５名 ３６名 

 

２ 研究主題等 

(1)  研究主題 

自分も人も大切にし、互いに学び合える児童の育成 

～じっくり聴き、しっかり考え、豊かにかかわる集団づくり～ 

(2) 研究主題設定の理由 

全国学力・学習状況調査及び香川県学習状況調査の結果から、本校の児童は規範意識、学習意欲、自尊感

情が低い傾向にあり、各教科の正答率にもやや課題がある。授業中の学び合う場においては、自分の意見を

発表し合う段階で終わることが多く、友だちの考えを深く理解しようとしたり、自分の考えに生かしたりする

ことが十分できていない児童もいる。また、教職員による学校評価の中には、道徳の時間に学習したことを

生活の場で実践する力を育てる手立てが必要ではないかという意見がある。そこで、互いの考えを大切に

しながら学び合う集団づくりをさらにめざしたいと考え、本研究主題を設定した。 

(3) 研究内容及び方法 

①道徳授業の充実（道徳的価値認識の場） 

   ・新しい教科書教材の活用の在り方 

   ・道徳の時間の評価に生かす道徳ノートの在り方 

②「徳の日」を中心とした社会に開かれた教育課程の充実（道徳的実践力育成の場） 

・地域と連携した学校行事「ふるさとウォーク」と各教科等との関連（１０月） 

・国南スマイル集会（人権集会）に向けた取組（１１月） 

・縦割り活動「ゆめピカ７」の工夫（各学期１～２回） 

 

３ 研究実践 

 (1) 道徳授業の充実  

  ① 道徳教育全体計画・別葉・年間指導計画の作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～ 別葉 ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

② ワークシートの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「特別な教科 道徳」がスタートするにあたり、年間３５時間必ず実施するため、４月に教育活動全体で行う道

徳教育を全職員で共通理解した。各学年ごとに学習状況調査等の結果などを参考にしながら、児童の実態を見

つめ、課題を明確にした。今年度子どもたちに付けたい力や伸ばしたい力を考え、年間指導計画の見直しを行

い、別葉を作成した。全職員がチームとなり、授業改善や道徳教育の推進に取り組める体制作りも行った。  道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について
の考えを深める学習「考え、議論する道徳」を目指し、ワークシートを次のように改善した。 

今までのワークシート 

改善後のワークシート 

☆ 書くところは 2か所（中心発問に対する自分の考え、ふり返り） 

書くこと重視 

               ↓ 

・読み物教材の登場人物の心情理解のみになってしまいがちになる。 

・分かり切ったことを言わせたり、書かせたりしてしまいがちになる。 

・書いたことの発表のみになり、自分の考えの広がりや深まりにつながりなくい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
議論すること重視 

                     ↓ 

 子どもたちが考えることの楽しさや知ること（理解や納得）への好奇心を感じることができるように、友だ

ちとの交流する時間を大切にした。交流することの意味付け（友だちの意見から学び、友だちのために意見を

言う。そして、学んだことを友だちに伝える）をしっかりとして、友だちと自分の考えを比べながら、違いを見

つけていけるようにした。みんなが一つの話題で考え合い、語り合う時間をもつことから始めた。 

   
 道徳的価値理解を自分と

の関わりの中で深めたり、自

分自身の体験やそれに伴う

考え方や感じ方などを想起

したりすることができるよう

に、ふり返りの時間を大切に

した。また、ふり返りの前には

自分のこととして考えられ

るように問いかけも意識し

て取り組んだ。 

  
中心発問に対する自分の考えを

もてるように、しっかり時間を確保

した。自分の感じ方や考え方を明確

にして、友だちと交流するようにし

た。友だちの多様な感じ方や考え

方と出合うことで、物事を広い視野

から多面的・多角的にとらえること

ができるようになってきた。また、

友だちの考えを聞こうとする態度

や自分の考えを伝えたいと思う児

童が少しずつではあるが増えてき

た。 

中心発問に対する自分の考え  
ふり返り①  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道徳の時間の評価に生かす道徳ノートの在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２学期から4段階による自己評価を取

り入れてみた。1 学期やってみて、自分

の思いがなかなか文章にならない児

童が各クラス何人かいた。その児童も

この 4 段階による自己評価であれば、

自分の事をしっかりふり返ることがで

きた。また、友だちのふり返りを聞い

て、自分と比べる事もできるようになっ

てきた。 

ふり返り②  
 道徳の時間に自分の考えた道筋や意見など

を書いたワークシートをファイルしていったも

のである。授業のワークシートだけでなく、自分

の心の成長がわかるもの（日記、行事、学級活動

などで話し合った内容など）もファイルしていっ

た。全校統一でノートを購入し、各学年ごとに使

い方を話し合い、決めていった。 

～ 「心」の成長の様子 ～ 
 ノートの前面から「心」の成長の様子が分かるものをファイルしていった。学級活動で話し合った内容（学

級目標、学級旗のデザイン、運動会への心構えなど）や「徳の日」の取り組み、児童会が中心となって取り組

んだ活動の記録などを残していった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「徳の日」を中心とした社会に開かれた教育課程の充実（道徳的実践力育成の場） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～ 授業のワークシート ～ 

☆ 授業のワークシートにはコメントを残すこと 
 授業後のワークシートには必ずコメントを残すことにした。子どもたちの考えを見取ったり、心の変化を感じ取

ったりしながら、子どもたちに寄り添えるようなコメントを残せるように努力した。子どもたちは、毎時間、前時の

ワークシートの教師からのコメントを楽しみにしているようだった。 

☆ 学期に 1回はノートを家庭に持ち帰らせること 

 夏休み、冬休み、春休みの前に必ず家庭に道徳ノートを持ち帰らせるようにした。各授業での子どもたちの考

えたことや感じたことや各学期ごとの学習のまとめなどを保護者にもみてもらい、サインかコメントをもらうよ

うにした。 

全職員で共通理解して取り組んだこと 

～ 団だよりの「徳の日」コーナー ～ 

～ 「徳の日」だより～ 

 ノートの後面から授業のワークシートをファイルしてい
った。学期の最後には自分自身のふり返りをして、家庭に

持ち帰らせた。保護者も子どもの学習の様子を確認し、

サインかコメントを書いてくれた。また、インデックスをつ

け、分かりやすくする工夫もした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地域と連携した学校行事「ふるさとウォーク」との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「徳の日だより」「徳の日」コーナー 

月に一回程度「徳の日」を設定し、道徳的な価値を考えたり、保護者や地域の方と連携して、道徳的な価値に

ついて考え話し合ったり、行動したりする日としている。様々な行事や活動を通して、児童の「生きる力」を育て

ることをねらっている。各学年ごとに団だよりに「徳の日」コーナーを設定し、今月の予定やねらいなど、また

子どもたちや保護者の感想をお知らせするようにした。学校の取り組みを知ってもらえたり、子どもとの会話

のきっかけになったりした。 

 

本校では、１０月にふるさとウォークを行っている。ふ

るさとウォークは、郷土の歴史や文化、人々などに親し

み、郷土を愛する気持ちをもつことをねらいとし、保護

者と子どもが一緒に地域のポイントをコースに分かれて

探索する行事である。学級担任が児童にふるさとウォー

クのねらいや地域の方の思いや願いを話し、なぜ２０年

間も続いているのかを考えて参加できるようにしてい

る。また、道徳の時間には道徳的価値（伝統と文化の尊

重、国や郷土を愛する態度）について、「ふるさと香川」

を活用して学習した。道徳の時間に学んだことをふるさ

とウォークにどのように生かしていけばよいのか各学年

に応じて考え、取り組んだ。 

 

～ ふるさとウォークの様子 ～ 

 

4年 ～空海と満濃池～ 

 道徳的な価値内容と関わる行事や縦割り活動等を「徳の日」と位置付けて、全校で取り組むことで、道

徳的価値資料から大切なふるさとを守りたいという人々の思いに気付くことができた。そして、地域の方 

に感謝の気持ちを伝えたい、もっと国分寺のよさを見つけたいというめあてをもって取り組めた。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ② 「国南スマイル集会（人権集会）」に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年 ～大久保諶之丞～ 

～ 
中心価値 「親切、思いやり」 

ねらい⇒相手の立場に立って考えることができる思いやりあふれる子どもを育てる。 

１１月を「強めよう 絆月間」として取り組んだ。まず、3年生以上の児童一人一人が標語をつくり、各教

室に掲示した。そして、児童会が企画・運営した「なかよしの花をさかせよう大作戦」では、友だちのよい

ところを見つけ、なかよしの木に花をさかせていった。児童は普段の自分をしっかり見つめ、ふり返るこ

とができた。 

 

～標語作り～ 

～ワークシート～ 

 資料から郷土の発展のために力を尽くした人の思いを知ることができた。ふるさとウォークを通し 

て、国分寺のよさを知り、国分寺のために自分にできることを考えることができた。  



 ③ 縦割り活動「ゆめピカ７」の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 教員の指導力向上について 

 ☆ 研究授業 

現職教育で、研究授業3（1年 2年 3年）本を実施し、道徳授業の在り方について全職員で研究を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめピカ７とは、１〜６年生が縦割りでグループを作り、異学年で遊んだりボランティア活動をしたりする活動で

ある。6 年生が、グループの人が楽しんだりスムーズに活動できるようにしたりするために、相手のことを考えて

細かく計画を立てている。ボランティア活動では、玄関付近や廊下の掃除をしたり、 外に出て落ち葉拾いや石拾い

をしたりと学校をきれいにするために、グループの人と協力して取り組んだ。上学年の人が下学年の人に掃除の仕

方をアドバイスする姿もよく見られた。「学校のために」「みんなのために」という気持ちが、学年を超えて広がっ

ている。  ～ボランティア清掃の様子～ ～ゲームの様子～ 

3年 ～正しいことは自信を持って～ 

自分の考えを選択する場の設定 
 自分の考えを選択する場を設けることで、

自分の考えを持ちにくい児童も選択肢から自

分の考えに近いものを選択できるようにし

た。自分が選択した理由を考え、自分の考えを

明確にできるように工夫した。個人の考えは

帽子を使って可視化した。 

ペアトークをする場の設定  ペアトークの場を設定することで、一人一
人が自分の考えを友だちに話したり、友だち

の考えを聞いたりできるように工夫した。ま

ず、１対１で自分の考えを相手に伝え、否定され

ることなく、受け止められる体験を積み重ね

ていくことで、安心して自分の考えを伝える

雰囲気作りにつなげるようにした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆ 講話 

  香川大学教職員大学院 教授 植田和也氏による道徳授業の在り方についての講話を行った。「特別な教科 

道徳」で求められる授業づくりについての講話を聞いた。学習指導要領のもとに「特別な教科 道徳」の基本的

な考え方から指導してくれた。授業を組み立てる時のポイントや教員の授業力を向上させるためにできること

など分かりやすく指導してくれた。その結果、授業改善のポイントや評価の仕方などを全職員で共通理解するこ

とができた。 

 

４ 研究の成果と課題 

 

 ○ 学級、学年団経営、特別活動、他教科等における道徳教育の意図的・計画的な実践を積み重ねることができ

た。 

 〇 新しい教科書を活用した道徳授業の在り方や道徳ノートの活用法について全職員で共通理解を図りながら、

チームとして研修を行うことができた。また、学年団で協働して授業研究に取り組むことができた。 

 〇 道徳的な価値内容と関わる行事や縦割り活動などを「徳の日」と位置付けて、全校で取り組むことができた。

道徳的価値に関わる児童の意識の向上や保護者や地域との連携を図ることができた。 

 〇 年間指導計画に沿って授業に取り組むことで、年間３５時間の授業時間を確保することができた。 

 ○ 実践のみならず、評価や改善を行うことで、各学年の授業実践に質的な改善が見られるようになった。 

● 児童が自分の事として考えることができるようにするために、中心発問や話し合いの時間確保など授業作 

りの手立てが必要である。 

● 今年度、学校教育目標のもと、重点内容項目を定め、他の教育活動と関連した年間指導計画を作成し、取り組 

んだが、その都度見直し、よりよいものにしていく必要がある。 

２年 ～正しいと思うことをする～ 

「まなボード」を使ったグループ交流  「まなボード」によって、自分の立場を明確
にした。そうすることで、グループ交流の時、

対話する中で有効に活用することができた。

「まなボード」は、より自分の本当の気持ちを

表すための支援として使うことができた。 

１年 ～それをしてもいいのかな～ 

役割演技による対話の場の設定  役割演技により、人間理解、他者理解、自己の生き
方との関わりについて考えを深めることができる

ようにした。価値理解の後、役割演技を通して対話す

ることで、「いけないことはきちんと謝る」ことは理

解できた。が、行動することの難しさを感じることが

できた。 


